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p　 245　　　 子宮頚 部上皮内腫瘍の増殖マ
ー

カ
ー

に よ る多角的解析 とそ の診断的意義に つ い て

P　246　　 子宮頸癌の 発癌過程 に お ける

Tn，
　 STn抗原 の 発現 とその 臨床病理 的意義
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1目的子宮頚部上皮内腫瘍の 悪性度 を評価 し 、 管理

と治療の 基準を確立するた め、Br・modc ・xyuridine

（BrdU ），　Prolifcrating　cell 　nuclear 　antigen （PCNA ），ncw

Ki−67 　nuclear 　antigen の 各モ ノ ク ロ ー
ナ ル抗体の標

識率と 、Nucleolar　organizer 　rcgions （Ag −NOR ）の dot

数の 解析 とを組合 せた 。［方法］正常上皮 を対濕

に、軽度、中等度、高度 の 各異形成お よ び上皮内癌

をBrdU ，　PCNA ，　new 　Ki−67 の 各モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体

で酵素抗体法に よ り染 色した 。BrdU 　labeli　llg　index

（B．L、1、），　PCNA 　labeling　index（P．L，1．），　MIB −1　 ｛ndex （M ．

L ．1．）は組織標本上 の細胞1000 に た い す る陽性細胞

を算：出した。またNOR 染色は Crocker法によ り、核 内

の NOR −d。t数 を算定し た 。 ［成績］正常扁平上皮の

B．LI．は 1．9± 0．9（nt9 ）で、異形成で は軽度4．4 ± 1，1 （n

＝ 51，中等度4．6± 1．4｛n ＝5＞，高度109 ± 4、2（n 講 お よ び

上 皮内fi　14．2± 6，3（n ＝8）で 上昇 した 。P．L．1．，は 正常で

4．1± 1、3（n ＝ IO）、異形成 では、軽 度 16．9 ± 8．0（n ＝ 10），中

等 度26．5± 12．4 （n ＝11），高度56．8± 6．5（n ＝10）、．L皮内

癌 460 ± 15、4（n ； 13）と病変の 進行 とと も に 上昇 し

た 。M ．LI．は、正常で 15．2± 6．5（n ＝ 10＞と低値で あ っ た

が 、異形成で は軽度26．4 ± 10、2 （n ＝10），中等度34．0

± 14．5（n ＝ 10）、高度48．7± 1Q，2（n ＝ 10）で あ っ た 。 Ag −

NOR の doし 数は 、正常 1．6± 0、2（n ＝11）、異形成では 、

軽度2，2± 0、5（n ＝ 10）， 中等度2．5± 0．5（n ＝ 11＞，高度3．0

± 0，6（n ＝ 10）t上皮内癌2．7 ±0．3（n ＝ 13＞で あ っ た。　 ［結

論］正常の B．L．1．，　 P、L、1．お よび M 、L．1．は低値 、 異形成

で は病変が進行す る に つ れ て 上 昇 した 。 しか し注

目さ れ る こ とは 、中等 度異形成 とお よび高度異形

成 との 間に 、有意差（P＜ 0．05）を認 め、こ れが 治療 へ

の go−sign とな る 。 また、B，L．1．，P．L．1．，M ．LI，お よ びAg −

NOR 　 d。t 数の 間に も有意の 正の 相関を認めた の

で 、増殖能の評価 に有用で あっ た。

「目的］母核糖鎖抗原で ある Tn，シ ア リル Tn

（STn）抗原が子宮頸癌の
一
連の 悪性変化の 中で ど

の ように発現変化するかを免疫組織学的に調べ
，

それらの 臨床病理的意義に つ い て検討を加える，

L方法］正常扁平上皮36例，高度異形成22例，上

皮内癌 24例 ， 浸潤癌 83例，転移リン パ 節27例の

パ ラフ ィ ン包埋切片を用い て ABC法に よる免疫染

色を行 っ た．一
次抗体に はそれぞれ 2種の 抗 Tn

（HB−Tn1，
　 B1．1＞，抗 STn （HB−STnl，　 TKH−2＞モ ノ

クロ
ー

ナル抗体を使用した．浸潤癌に つ い ては，

両抗原の 発現 と臨床病期，組織型，傍組織進展，

脈管侵襲，
リン パ 節転移，5 年生存率との 関連性

を検討した．対象細胞の 5％以上の 染色 を発現陽性

とした，

L成績］ 1）Tn抗原は浸潤癌の み に有意に発現 し

（HB−Tn1；20％，　Bl．1；23％），正常扁平上皮， 高度

異形成 ，
上皮内癌で は陽性例は認め られなか っ た、

2）STn抗原は 高度異形成より発現がみ られ （HB−

STnl；64％，　 TKH−2；50％），上皮内癌 （54％，42％）

と浸潤癌 （58％，51％）は同様の 陽性率を呈 し
， 発

現を認めなかっ た正常扁平上皮との間に有意差を

認めた． 3）Tn抗原発現例の 89％に STn抗原の共

発現がみ られた． 4）リン パ 節転移巣と原発巣と

の 問に染色パ ターン の 相違は認め られなか っ た，

5＞い ずれの 抗原とも臨床病期，組織型，傍組織進

展， 脈管侵襲 T リンパ 節転移 ， 5年生存率との間

に関連性を認め なか っ た．

［結論」各抗原 と も子宮頸部扁平上皮癌の リ ン パ

節転移や予後との 関連は なか っ たが ，
Tn抗原の発

現 は上 皮内癌か ら浸潤癌へ の 進展，STn抗原の 発

現は正常上皮から異形成へ の 悪性変化に特異的な

変化であるこ とを明らかに した．
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